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ウェブアクセシビリティ 東海総合通信局

1 ＩＣＴ街づくりプラットフォーム形成事業（袋井市の取組）


提案者 静岡県袋井市、株式会社大和コンピューター、慶應義塾大学、神奈川工科大学、静岡県

実施地域 静岡県袋井市及び近隣市町

事業概要 農産物・災害時支援物資など様々なモノの所在・状態を管理する共通情報基盤に、
ポリシーに基づく配送制御機能、農作業記録のデータ翻訳・変換機能を新たに追加する
ことで、大量・多様な地域農産物供給と市場需要の機動的なマッチング、約１，０００
アイテムの災害時備蓄品のオープンデータ化を実現する。
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